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1. この報告の目的
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「国立国会図書館書誌データ作成・提供計画2021-2025」（書誌計画2025）

■「書誌計画2025」の、成果と課題を紹介します

■次の計画で向かうべき方向性を明らかにします

2



令和7年度書誌調整連絡会議
資料01

3

2. 書誌計画2025の概要
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「国立国会図書館書誌データ作成・提供計画2021-2025」（書誌計画2025）

https://www.ndl.go.jp/jp/library/data/bibplan2025.pdf

■計画の目的・・・書誌データの充実と利活用の拡大+デジタルシフトの推進

                                                                    「国立国会図書館ビジョン2021-2025」
https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision_ndl.html   

■基本方針・・・ (1) 書誌データ機能の強化

(2) 書誌データ標準化

(3) 書誌データの普及及び関係機関との連携協力

※書誌計画2025では、典拠データ、雑誌記事索引データを含め「書誌データ」と呼んでいました。

本日の報告及び次の書誌計画（素案）では、適宜「書誌データ」「典拠データ」「雑誌記事索引データ」と

区別して呼びます。
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3. 書誌計画2025の成果
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（１）書誌データ機能の強化

■典拠データを中心に拡充や識別子の入力を進め、関係機関データとの連携を実現

✓ 著作典拠データの作成・遡及

✓ ジャンル・形式用語典拠データの作成・遡及

✓ 外部機関の識別子の記録

✓ 国書データベースの著作IDの記録
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3. 書誌計画2025の成果 （1）書誌データ機能の強化
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✓ 著作典拠データの作成・遡及

著作典拠データ総件数…767件（令和7年10月1日現在）

リンクした書誌データ件数…約8,200件（令和7年10月1日現在）※

✓ ジャンル・形式用語典拠データの作成・遡及

ジャンル・形式用語典拠データ件数…9件

リンクした書誌データ件数…約95万件（令和7年10月1日現在） ※

※新規作成した書誌データを含む
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3. 書誌計画2025の成果 （1）書誌データ機能の強化
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✓ 外部機関の識別子の記録
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3. 書誌計画2025の成果 （1）書誌データ機能の強化
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✓ 国書データベースの著作IDの記録

NDL書誌データから、国文学研究資料館 国書データベース著作へリンク：約1万2千件
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3. 書誌計画2025の成果
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（2）書誌データ標準化

■日本目録規則2018年版（NCR2018）の普及

✓ 日本図書館協会との協力

✓ NCR2018に関する遠隔研修教材の公開等（後述）

✓ 実務者との情報交換等…メーリングリスト、Microsoft Teams

■リンクトデータの提供

✓ 外部機関データベースへのリンク…外部機関の識別子の記録（先述）
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3. 書誌計画2025の成果
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（3）書誌データの普及及び関係機関との連携協力

■書誌データ等をより利用しやすくし、利活用を促進

✓ 雑誌記事索引データとCiNiiの記事書誌データの連携

✓ MARC形式での一括ダウンロードの実現

✓ オンライン資料の書誌データの一元的検索

✓ 遠隔研修教材の公開

✓ 図書館総合展、パンフレット等による情報発信
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3. 書誌計画2025の成果 （3）書誌データの普及及び関係機関との連携協力

✓ 雑誌記事索引データとCiNiiの記事書誌データの連携
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3. 書誌計画2025の成果 （3）書誌データの普及及び関係機関との連携協力
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✓ MARC形式での書誌データ一括ダウンロード開始

新NDLサーチでは
月平均約7.3万DL
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12

✓ MARC形式での書誌データ一括ダウンロード開始

3. 書誌計画2025の成果 （3）書誌データの普及及び関係機関との連携協力
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✓ オンライン資料の書誌データの一元的検索・・・関係機関リポジトリも含めた

検索が可能

3. 書誌計画2025の成果 （3）書誌データの普及及び関係機関との連携協力
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3. 書誌計画2025の成果 （3）書誌データの普及及び関係機関との連携協力
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✓ 遠隔研修教材の公開

       遠隔研修のページ https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/index.html
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3. 書誌計画2025の成果 （3）書誌データの普及及び関係機関との連携協力
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✓ 図書館総合展、パンフレット等による情報発信

• 図書館総合展2025 NDLブース内ページ
「国立国会図書館の書誌データ」
https://www.libraryfair.jp/booth/202
5/sub/1522

• パンフレット「国立国会図書館の書誌データ」
https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_se
rvice/data_service_pamphlet.pdf

• 書誌データに関するアンケート（令和6年度
実施）
https://www.ndl.go.jp/jp/data/data_se
rvice/bib-
enquete/pdf/enquete2024_bib1.pdf
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4. 残課題等と5年間の状況変化
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◎書誌計画2025は、おおむね計画策定時点に想定したとおりの成果を上げた

■残課題等・・・次の書誌計画においても引き続き取り組む

• (1)書誌データ機能の強化・・・著作典拠データ対象範囲の拡充

• (2)書誌データ標準化…BIBFRAMEやOfficial RDA対応の検討

■5年間の状況変化・・・次の書誌計画の取組事項に含める

• 生成AIの普及

• オンライン資料の増加
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5. おわりに －次の計画に向けて－

17

■次の「国立国会図書館ビジョン」（検討中）に基づく取組

✓ 紙（有体資料）と電子（無体資料）の収集・組織化の一元化

■これからも変わらず、不断に取り組むべきこと

① 全国書誌作成機関として、信頼できる、かつ効率的に情報にアクセスできるメタ

データ（書誌データ、典拠データ等）を作成し、提供していきます

② ①を実現するためにも、より一層関係機関と協力していきます
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ご清聴ありがとうございました
今後ともよろしくお願いいたします

続いて次の書誌計画（素案）の報告です
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